
令和元年度 地域を支える「エコリーダー」・「防災リーダー」育成プログラム 

演習・発表会について 

 

【演習について】 

 演習では、本プログラムの講習で習得した知識を踏まえ、演習テーマを自ら選び、情報収集および発表資料の作成を個人で行う。本プログラムの修了

条件（各コースの講義(演習１まで)を２/３以上を受講していること）を満たした受講生のうち、「エコリーダー」または「防災リーダー」の認定を希望す

る受講生は、さらに演習で作成した発表資料を用いて受講生および講師の前で発表を行う。この発表を講師と外部評価委員が評価し、「エコリーダー」ま

たは「防災リーダー」の認定を決定する。 

 

【発表会について】 

発表時間： 15分 (発表：10分、質疑応答：5分) 

※1鈴：8分、2鈴：10分、3鈴：15分を知らせるベルが鳴ります。 

※2鈴のベルが鳴りましたら、発表を速やかにまとめるよう心掛けてください。 

 

【発表にあたっての注意】 

 発表の初めに発表者自身が設定された状況（町内会・職場・学校など）をあらかじめ聴衆にご説明ください。 

 

【発表の評価方法】 

「エコリーダー」または「防災リーダー」の認定には、以下の点を評価する。 

1. 発表テーマの内容を正しく理解しているか 

2. 状況の設定にあった内容を相手が理解できるように説明できているか 

3. 自分の意見や考えを組み込んだ発表になっているか 

4. リーダーとしての意欲を持っているか 

 


